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理由
　免疫調節ペプチドを介した免疫と成長のバランス制御が、環境適応および微生物共生の制御に寄与している、という仮説をさらに強化するため実験系を新たに
構築した。ペプチドを接種したイネから共生細菌叢を集団として回収する実験手法を構築した。引き続いて、イネから単離・回収した細菌群集を無菌条件下にお
いて滅菌種子に接種し、イネの根に共生させる実験系も構築した。現在、圃場のイネから単離した細菌のコレクションを約400菌株ほど保有しており、これらを効
率的に活用することができる準備が整っている。
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　植物が微生物を認識し免疫応答を調節する仕組みについては多くの研究がなされてきたが、宿主が共生微生物に働きかけ共生環境を整える仕組みはよくわかっ
ていない。これまでイネの免疫調節ペプチドの機能について研究を行い、このシステムが免疫強化機能と根系拡張機能を併せ持つことを明らかにした。そして、
免疫調節ペプチドを介した免疫と成長のバランス制御が、環境適応および微生物共生の制御に寄与している、という仮説を立てて研究を進めている。予備的な知
見ではあるものの種子細菌の存在下ではこのペプチドによる成長促進効果が見られるが滅菌種子ではその効果が見られなくなることや、滅菌種子と非滅菌種子を
共発芽させることで効果が回復されるという結果を得ており、上記の仮説をサポートする実験結果を積み重ねることができている。現在、共生細菌の機能を明ら
かにするべく実験を進めている。 
　また、植物免疫と成長の促進機能がペプチドの受容体の特性に依存するかどうかを検証するため、受容体の過剰発現体およびノックアウトイネの性状解析を
行った。現在解析中のノックアウトイネではペプチド投与による成長促進効果、および活性化酸素種 (ROS) の産生の誘導が見られなかった。この結果は受容体単
体でこのペプチドの認識や防御応答の活性化に働くことを示唆している。また、タバコ植物の一過的遺伝子発現系を用いた実験から、受容体と協調して働く受容
体の挙動を明らかにした。 
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　これまでに構築したイネへの細菌の接種実験系を用いて、今後はこのペプチドを介した共生細菌叢制御の生物学的な意義を探ることに注力したい。このペプチ
ドの機能は環境ストレス条件下において顕著であることを明らかにしたため、そのような条件において植物応答や細菌叢へのペプチド処理による影響の相関性を
調査する。単離菌や細菌群集をイネに接種することで、ペプチドの成長促進効果の再構成が可能かも検証する。これらの取り組みを併せて、ペプチドによる共生
菌叢の変化がもたらす生理的役割に迫りたい。 
　植物―微生物叢の先端的な研究分野では、菌叢の解析、単離・再構成が盛んにおこなわれており高い評価を得ている。しかしながら、共生細菌叢の組成変化の
意義や分子制御メカニズムはほとんど不明である。このシステムを活用してその課題に迫ることができれば研究分野へのインパクトは高いと予想している。本年
度は本研究課題の最終年度であり、これまでに蓄積した研究成果を論文として発表する準備を進める。 
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